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1.　はじめに

地下水学会誌の投稿規定のうち，投稿原稿に関する項目を以下に示す。

1.1　投稿原稿の種類
本誌の掲載原稿は下記のように分類される。投稿者は自分の原稿の種類を指定して投稿を行う。
「巻頭言，論説，論文，短報，技術報告，討議，資料，地下水を語る，誌面講座，ワンポイント誌面講座，訪問記，名著を読む，新技術紹介，書評，抄録，すぷりんぐ，ニュース，学会活動報告」
「巻頭言」：学会誌の巻頭において広く地下水に関連して会員の参考となる見識や意見を表明したもので，編集委員会からの依頼によるもの「論説」：大局的視野から地下水学の学問的・技術的・社会的動向につき論じ，将来の方針を示そうとするもの
「論文」：地下水学に関するオリジナルなもので，他の学会誌，論文集，単行本，その他で掲載されたことのないもの
「短報」：速報として価値のある内容を含む未発表の短い論文に相当するもの
「技術報告」：地下水学における現場での計測，各種問題の考察，実験や解析に関する技術的考察
「討議」：本学会誌に掲載された論文，短報，技術報告等に対して討論するもの（受付期間は論文発行日から1 年以内とする）
「資料」：地下水に関する最新の情報，データなどを含むもの
「地下水を語る」：地下水に関する経験を基にした随筆，随想，回顧録など
「誌面講座」：地下水学の発展・普及に寄与する新しい技術の紹介・用語解説など
「ワンポイント誌面講座」：読みきり型，或いは数回連続の知識・技術などの伝授を目的としたもの
「訪問記」：地下水に関する興味深い場所や研究機関などの紹介
「名著を読む」：地下水学の基礎を築いた主要な論文の解説
「新技術紹介」：近年開発された，あるいは開発されつつある地下水に関する新しい技術の紹介
「書評」，「抄録」：地下水学関係の内外図書・論文についての紹介・批評
「すぷりんぐ」：会員間の意見・情報交換を目的としたもの
「ニュース」：本会ならびに内外の地下水学関係の記事
「学会活動報告」：本会委員会活動などに関する報告

1.2　原稿の長さ
原稿の長さは下記のとおりとする。なお，刷上り１頁の目安は1,800 字である。超過した頁（図・表・写真を含む）の費用は著者負担とする。負担費用は付記を参照のこと。
「論説」，「論文」，「技術報告」：刷上り10頁以内
「短報」，「資料」，「地下水を語る」，「名著を読む」：刷上り6頁以内
「誌面講座」，「ワンポイント誌面講座」：刷上り8頁以内
「巻頭言」：刷上り2 頁以内
「訪問記」，「新技術紹介」：刷上り8頁以内
「討議」，「書評」，「抄録」：刷上り1頁以内
「すぷりんぐ」，「ニュース」：刷上り2頁以内

1.3　 要旨・キーワード
原稿には，和文・英文の表題と著者名・著者所属名を記載すること。また，論文，短報には和文・英文要旨とキーワードを付けること。論説，技術報告には和文要旨とキーワードをつけることとし，英文要旨については任意とする。なお，和文要旨は300字以内とし，英文要旨は150語以内とする。キーワードは4～7語とする。

1.4　 原稿用紙
原稿はA4判とする。文書作成ソフトウェア等を使用して作成し，和文の場合は1行30文字で1頁30行，英文の場合は12ポイントで１頁30行とする。


2.　原稿の書き方

原稿の書き方は，下記に定める執筆要綱に従うこと。

2.1　表題
1）	表題をつける。すでに関連した口頭発表などがなされている場合は，右肩に＊（アステリスク）をつけ，脚注に発表した学会・日付などを記載する。
2）	著者名を全員記入する。各著者名には右肩に＊（アステリスク）を付ける。
3）	上記肩付き＊（アステリスク）にあわせ，所属機関名を脚注に記す。なお，英文要旨を書く場合は，所属機関名英語表記も併せて記す。

2.2　本文
1）	和文はひらがなと漢字による口語体で書き，現代かなづかいを用いる。句読点は「，。」とする。英文で原稿を執筆する場合には，著者の責任で適切な校閲を受けた原稿を投稿すること。
2）	漢字は常用漢字とする。ただし，固有名詞や慣用語はこのかぎりでない。
3）	固有名詞や漢字で難読なものには，カタカナでルビをふる。
4）	外国語，外来語にはカタカナを用い，学名・人名・地名・術語に限り，必要な場合は原語を使用することができる。
5）	数字は，アラビア数字を用いる。
6）	数式は，文字の大小，数字が明瞭に区別出来るように書く。特に，上ツキ，下ツキ，大文字，小文字，イタリック体などが明瞭にわかるように注意して書くこと。
7）	数量の単位は，原則としてSI単位を用いる（例：m，kg，m3/s）。なお，地下水学で慣用的に使われる単位についてはそれを使うことは妨げない。
8）	年号は西暦を用いる。
9）	文章の書き出しおよび改行は，一字下げで書き始める。
10）	ページ番号と行番号を付ける。

2.3　参考文献
1)	本文中での文献の引用は，著者姓（出版年）または（著者姓，出版年）とする。複数の同姓の著者が２名以上引用されている場合は，著者名を完記する。３名以上の共著文献の場合には，筆頭著者の姓に次に「ほか」または「et al.」を付け省略した形とする。
例：Toth（1963）によれば……，半谷・小倉（1985）によれば……，……である（蔵田ほか，1958柴田，1986； Domenico and Schwartz, 1990；Tyler et al., 2000）。
2)	本文末尾の参考文献リストは，和文のものを先にして著者名を五十音順に，その後に英文のものを著者名のアルファベット順に並べ，「著者名（発表年）：表題．掲載誌，巻数（号数），はじめのページ-終わりのページ．」とする。同一著者ものは年代順に並べる。同一著者の同一年の２つ以上の文献を引用する場合には，引用順に年にa，b，cを付して並べる。例えば1992a，1992bなど。
3)	ウェブページは引用可能であるが，原則として公的機関による文書やデータベース等，公共性が高い情報に限定する。またサイトを確認した最後の日付を示し，出版年が不明の場合は代わりにサイトを確認した年とする。
例：気象庁（2007）気象統計情報．
http://www.jma.go.jp/jma/menu/report.html. (2007.10.28閲覧)
なお，オンラインジャーナルにおいて，早期公開等の理由により巻・号・ページについて記載が無い文献を引用する場合は，それらに代えてDOIを記述すること。
例：Wang, C. (2005): A modeling study of the response of tropical deep convection to the increase of cloud condensational nuclei concentration: 1. Dynamics and microphysics. Journal of Geophysical Research, 110, D21211, doi:10.1029/2004JD005720.

2.4　図・表・写真
1）	図はそのまま縮図できるように作成する（図中の文字・数字・記号の大きさ，線の太さ，パターンの細かさ等は印刷後も鮮明に判別できるように縮図を考慮して作成する）。
2）	地図には，かならず方位とスケールを入れる。
3）	原図はA4判以内で作成する。
4）	図の縮小率は編集委員会で決めるが，希望縮小率を添え書きする。図の刷上りの大きさは，最大見開き頁とする。
5）	表組はできるだけ整理したものとする。
6）	左右に長くなる表は，少なくとも見開き頁以内におさまるようにする。
7）	写真はJPEG形式として，300dpi以上の解像度とする。
8）	白黒印刷を希望する図・表・写真は，白黒で作成すること。カラー印刷を希望する図・表・写真はカラーで作成し，原稿右上に「カラー原稿希望」と明記すること。カラー頁の印刷費用は著者負担とする。図1

9）	図・表・写真の挿入箇所は，本文の欄外に明記する。表1

10）	図・表・写真は，それぞれの番号と著者名を図・表・写真の欄外に明記する。写真1

11）	本文とは別に図表写真リストを作成し，図・表・写真のタイトルと説明文（タイトルに続ける図表写真の補足説明）を記載する。英文要旨を付けた場合，和文及び英文の両方で作成する。
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